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第Ⅲ章 めざす子どもの姿 

１ 遊びきる子ども 

 

遊びと生活の中で、心も体も一緒に育つのが乳幼児期の特徴です。子どもは、幼稚園・

認定こども園・保育所等で、いろいろなことに興味や関心をもち、自発的な活動や具体

的な体験を通して多くのことを学びます。子どもの遊びには、成長や発達にとって重要

な体験がたくさん含まれています。園においては、友達との集団生活を通して､「遊びき

る子ども」を育てていくことをめざします。 
遊びの楽しさは、子どもが遊びたいという意欲から、自ら遊びだすことで始まります。

自発的な活動としての遊びが充実し、遊びに集中する中で、保育者や友達に自分の思い

を伝えたり、考えを表現したりしながら遊びこむことで、遊びの楽しさやおもしろさが

深まったり広がったりしていきます。十分に遊びこむことが遊びきることにつながり、

遊びきることで心地よい満足感や達成感を味わっていくのです。この満足感や達成感と

いった自己充実感が自信となり、新たな遊びのイメージや見通し、エネルギーを生み出

すことにつながります。このような遊びの繰り返しが、義務教育以降の学びの土台とな

る力を育むこととなるのです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
そのため、幼稚園・認定こども園・保育所等では、友達とたっぷり遊ぶ時間と場を保

障し、心ゆくまで遊びきることができる環境を構成することが必要となります。 
また、教育・保育の専門家である保育者が、各年齢の発達過程を踏まえ、一人一人の

遊びの姿を丁寧に見取るとともに、主体的な遊びを中心とした乳幼児期にふさわしい生

活や遊びをつくっていくことが重要です。 

 
 

 

「遊びきる」とは、一人一人が、試行錯誤したり、挑戦したりする中で、自己発揮

をし、様々な葛藤体験を乗り越えながら友達と関わって十分に遊びこみ、満足感や達

成感を味わうことができている状態であると捉えられます。この経験が「自己肯定感」

を育むことにつながります。 

遊 び き る 子 ど も   

 POINT 

 

 

 

 
 
 

大切にしたい子どもの姿 

・友達の遊びの様子を見て楽しむ姿 
・友達の遊びに加わろうとする姿 
・遊びのイメージをもち、やりたいことを表現する姿 
・遊びのイメージを広げたり、深めたりしようとする姿 
・気付いたり、思ったりしたことを伝えようとする姿 
・失敗しても何度も繰り返し、試行錯誤する姿 
・友達や先生の話に関心をもち、理解しようとする姿 
・興味や関心をもって新たなことを知ろうとする姿 
・時間を忘れ、集中する姿 
・友達との意見の対立の中で葛藤する姿 
・友達と話し合い、折り合いをつけようとする姿 
・全身を使って思い切り体を動かすことを楽しむ姿  
・楽しかったことや満足したことを伝える姿  
・「もっとやりたい」と新たな遊びに思いをめぐらせる姿 等 
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２ 遊びの中の学び 

遊びは、乳幼児期にふさわしい活動の在り方であり、遊びを通して、たくさんの学び

が生まれます。そのため、保育者は、子どもの自発的な活動である遊びを十分に確保す

ることが大切です。そして、遊びの中で、子どもが身近な環境に主体的に関わり、環境

との関わり方や意味に気付き、これらを取り込もうとして、試行錯誤したり、考えたり

するようになる幼児期の教育における見方・考え方を生かし、子どもと共によりよい教

育環境を創造するよう努めることが求められています。 

遊びの質を高めるために、保育者は、子どもの主体的な活動が確保されるよう子ども

一人一人の行動の理解と予想に基づき、意図をもって教材を工夫したり、環境を構成し

たりします。また、そのために、保育者は子どもの内面を理解し、子どもが経験してい

ることや育ちや学びを的確に捉えて評価し、一人一人のよさや可能性などを把握し、指

導の改善に生かすようにすることが大切です。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

遊びの中の学び 
【砂遊び：４歳児の例】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

砂の色の違いや性質に気付
き、試したり、工夫したりする。 

友達の遊びを真似たり、
一緒に遊ぶ方法を話し合
ったりすることで、人と関
わる楽しさに気付く。 

砂を運んだり、全身を使っ
て掘ったりすることを繰り
返し、進んで体を動かす楽し
さを味わう。 

団子の数を数えたり、
大きさを比べたりして、
数量や図形などに興味
をもつ。 

砂を触ったり、落とし
たり、固めたり、並べた
りする中で、遊びのイメ
ージを広げる。 

遊びに使った道具の片付けを
することで、きまりを守る気持
ちよさを感じる。 

共通の目的に向かって、
友達と協力して取り組む
楽しさを味わう。 
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３ 育ちと学びの連続性 

幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領及び保育所保育指針及び小

学校学習指導要領等の改訂（定）により、幼児期から高等学校までの教育全体を通して

３つの資質・能力を育むことが示され、子どもの育ちと学びをつなぐ教育のさらなる充

実が求められています。幼児期において育みたい資質・能力を総合的に育むことが、「遊

びきる子ども」を育むことにつながります。 

乳幼児期は、学びの土台となる力を身に付ける時期であると言えます。小学校等にお

いては学びをゼロからスタートするのではなく、その力を引き継ぎ、幼児期に身に付け

たことを生かしながら教科等の学びにつなぎ、子どもたちの資質・能力を伸ばすことが

重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

幼児期において育みたい資質・能力 
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また、幼稚園教育要領等に示されている「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、

到達目標ではなく、育ちの方向性を示すものであり、保育者が指導を行う際に留意する

ものであると同時に、小学校等の教職員にとっても児童が主体的に自己を発揮しながら

学びに向かうようにするための教育活動の手がかりとなるものです。幼児児童の心身の

発達等に応じて、教職員等が指導を行う際に考慮するものです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
幼稚園教育要領及び幼保連携型認定こども園教育・保育要領、保育所保育指針の「健

康」「人間関係」「環境」「言葉」「表現」の５領域と小学校の「国語」や「算数」などは、        

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２章総説 第３節 

幼稚部における教育において育みたい資質・能
力及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」 
 
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
は、第２章で示すねらい及び内容に基づく活
動全体を通して資質・能力が育まれている幼
児の幼稚部修了時の具体的な姿であり、幼児
の障害の状態や特性及び発達の程度等に応
じて、教師が指導を行う際に考慮するもので
ある。 
 

 「特別支援学校幼稚部教育要領解説」 

 

第１章総説 第２節 

幼稚園教育において育みたい資質・能力及び
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」 
 
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
は、第２章で示すねらい及び内容に基づく
活動全体を通して資質・能力が育まれてい
る幼児の幼稚園修了時の具体的な姿であ
り、教師が指導を行う際に考慮するもので
ある。 
 
 

 「幼稚園教育要領解説」 

 

第２章４ 学校段階等間の接続 

 
教育課程の編成に当たっては、次の事項に

配慮しながら、学校段階等間の接続を図るも
のとする。 
(１)幼児期の終わりまでに育ってほしい姿
を踏まえた指導を工夫することにより、幼
稚園教育要領等に基づく幼児期の教育を
通して育まれた資質・能力を踏まえて教育
活動を実施し、児童が主体的に自己を発揮
しながら学びに向かうことが可能となる
ようにすること。   

 
 

「小学校学習指導要領」 

 

小
学
校
等 

 

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
所
等 

 

第１章４ 学部段階等間及び学校段階間の接続 

 
教育課程の編成に当たっては、次の事項に

配慮しながら、学部段階間及び学校段階間の
接続を図るものとする。 
(１)小学部においては、幼児期の終わりまで
に育ってほしい姿を踏まえた指導を工夫す
ることにより、特別支援学校幼稚部教育要
領及び幼稚園教育要領等に基づく幼児期の
教育を通して育まれた資質・能力を踏まえ
て教育活動を実施し、児童が主体的に自己
を発揮しながら学びに向かうことが可能と
なるようにすること。 

  
「特別支援学校小学部・中学部学習指導要領」 
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幼稚園教育要領及び幼保連携型認定こども園教育・保育要領、保育所保育指針の「健

康」「人間関係」「環境」「言葉」「表現」の５領域と小学校の「国語」や「算数」などは、

一見何のつながりもないように見えたり、ある領域と特定の教科が直接つながっている

ように見えたりするかもしれません。 
幼児期の教育と小学校教育は、指導法や学び方に違いがありますが、特定の領域と教

科の表面的なつながりではなく、全体として深いところで結び付いています。幼児期の

教育の特性である遊びを通しての総合的な指導が、義務教育及びその後の教育の基盤を

培っているのです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子どもの育ちと学びのつながり 

    
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 
 
 
 
 
 

 

≪幼稚園教育要領等の「５領域」と小学校学習指導要領の「教科」等について≫ 

                              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５領域 教科等 

乳幼児期の心動く直接的な体験や遊びを通して育まれた主体性は、小学校以降の「主体的な学び」につなが

ります。また、友達や保育者との温かい関係の中で育まれた協同性やコミュニケーション力等は、「対話的な

学び」につながっています。 
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